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Ⅰ．はじめに
　河成段丘は河川に沿って見られる階段状の地形
であり，気候変動による河床勾配の変化や地殻変
動などによって形成される。東北地方においても
河成段丘の発達する河川は多く，仙台市街地を流
下する広瀬川や名取川のほか、仙台市北部の七北
田川などにも明瞭な河成段丘が認められる。広瀬
川流域については，田山（1933）や中川（1960）
などによって段丘面の分類や形成年代に関する検
討が行われ，各段丘面は上位より「台ノ原段丘」
「仙台上町段丘」「仙台中町段丘」「仙台下町段丘」
と名付けられた。また，大内（1973）は，広瀬川
の上流部にあたる愛子周辺や支流の大倉川流域に
おいても，これらに連続する河成段丘面の存在を
確認している。
　一方，Yabe（1926）は仙台平野の西縁に沖積
地と段丘とを分ける構造線の存在を推定し，この
構造線を ”Nagamachi-Rifu Line”（以後，長町－
利府線）と称した。その後，中田ほか（1976）は
段丘の年代と変位量との関係から，0.5mm/year
以上とする平均変位速度を提示した。
　仙台周辺における河成段丘の形成年代について
は，段丘構成層中やその上位に堆積する火山灰や
堆積物の放射性炭素（14C）年代測定による編年
が行われてきた。火山灰については，主に約25ka
に降下した姶良Tn（AT）や約87kaに降下した阿
蘇４（Aso- ４）などの広域テフラ，約30kaに降
下したスコリア層としての蔵王－川崎火山灰（Za-
Kw）や安達－愛島軽石層（Ac-Md）などから議
論が展開されてきた。
　台ノ原段丘の形成年代については，中田ほか
（1976）が中川（1960）によって行われた関東地
方の段丘との対比と町田ほか（1971）で示された
フィッショントラック法による火山灰の年代から
100～130kaであることを示した。しかし，その後，
豊島ほか（2001）が段丘構成礫層の上にAc-Md
（95ka）の存在を確認したことや花粉分析の結
果から，ステージ５cに編年されている。
　仙台上町段丘については， 中川（1960）, 町田ほ
か（1971）, 大内（1973）などの成果によって50
～ 60kaに形成されたと考えられてきた。しかし，
小岩（1992）は，広瀬川上流におけるL１面（仙
台市街地における仙台上町段丘に対比される段丘
面）構成層上からATを検出し，仙台上町段丘の
形成年代をATの降下年代である24,720yr.BPの直
前とした。また，板垣ほか（1981）は仙台市街地
において段丘礫層直上の木片から26,240yr.BPの
年代値を得たほか，竹内（1986）は仙台市街地に
おいて段丘構成層中の泥炭質シルト層について
31,950yr.BPの年代値を報告した。そして今泉ほ
か（2014）は，榴ヶ岡公園付近における大年寺山
断層の露頭から段丘礫層上にZa-KwおよびATが
載ることを認め，仙台上町段丘の形成を少なくと
もZa-Kwの降下年代である30ka以前と報告して
いる。
Ⅱ．本研究の目的と意義
　本研究の目的は，広瀬川・名取川の北方約
10kmを東流する七北田川流域に発達する河成段
丘の編年を行うことにある。また，段丘の編年に
際して広瀬川における段丘と対比を行うことか
ら，広瀬川流域の段丘の年代を再確認することも
本研究の目的である。
　また，これら河成段丘の形成年代を明らかにす
ることは，活断層「長町－利府線」の活動度の再
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評価に関わる研究としても位置付けられる。中田
ほか（1976）は，前述の通り各段丘面の編年なら
びに変位量から，長町－利府線について0.5mm/
year以上の平均変位速度を提示している。しか
し，断層下盤側における段丘面の深度分布や年代
について不明な部分が多いことから，長町－利府
線の活動度の評価は確定していない。
Ⅲ．七北田川流域の地形・地質概観
　七北田川は，奥羽山脈の東翼に位置する泉ヶ岳
（1172m），黒鼻山（842m）付近に源を発し，仙
台市泉区根白石付近，泉中央付近を流下して，太
平洋に注ぐ全長47kmの河川である（図１）。また，
七北田川は河口から約23km上流地点の泉区福岡
付近において支流の長谷倉川と合流し，これら支
流を含めた全流域面積は213km²となる。七北田
川流域の主要な基盤岩は，砂岩・シルト岩・凝灰
岩から構成されており，このうち七北田層の砂岩
は，新第三紀中新世とされている（北村, 1986）。
　河成段丘は，七北田川と支流の長谷倉川ともに
源流から約５～６km地点から発達し始め，流域
の谷底沿いに数段の河成段丘面が，目立った狭窄
部もなく連続的に広く分布している。中流域の泉
中央付近では，南南西―北北東に走る東落ちの逆
断層である七北田断層によって段丘面に変位があ
り（粟田, 2010），さらに下流域の岩切付近では，
南西－北東方向に走る東落ちの逆断層である長町
－利府線によって段丘面が変位を受けている（粟
田, 2003）。長町－利府線より東方では，河成段丘
が沖積面下に埋没している。
Ⅳ．調査方法
　１）河成段丘面の認定方法
　七北田川流域における河成段丘の形態を明らか
にするために，４万分の１および２万分の１空中
写真から地形判読を行い，仙台市都市計画基本図
から段丘面の高度を読み取った。これらの結果を
もとに各段丘の縦断面投影図を作成した。
　２）河成段丘面の対比と編年
　段丘面の区分および対比については縦断形を重
視し，段丘面の編年については調査地域およびそ
の周辺における先行研究をそれぞれ重視した。な
お，本研究の調査地域に広く分布する段丘面であ
るM１面およびL１面（図４の野村付近と泉中
央付近など）については，広瀬川の河成段丘との
対比を行う目的で段丘構成層である礫層の風化殻
図１　本研究の調査地域
3―　　―
の厚さを測定，比較した。
　風化殻については，礫種によって風化の進行速
度が異なることから，七北田川流域にも広く分布
する安山岩質礫について測定を行った。サンプル
は，段丘面の離水年代にできるだけ近づけるため，
可能な限り段丘礫層の上層部から採取した。ま
た，風化殻の厚さを正確に測定するために礫を礫
面に対し直行する方向に割り，ノギスを使用して
0.01mm単位で測定を行った（写真１）。サンプル
数は各地点で50サンプルであり，各段丘面あたり
150サンプルを測定した。七北田，広瀬の両河川で
採取したサンプル数は，合計で600サンプルである。
Ⅴ．河成段丘の分布と形態
　七北田川流域の河成段丘は，面の連続性や分布
高度，形態的特徴から上位よりT面，H面，M１
面，M２面，L１面，L２面，L３面に分類され
る。七北田川流域における段丘区分図を図２, ３,
４, ５（位置は図１に表記），縦断面投影図を図６
に示した。同図の距離の起点は，仙台市宮城野区
岩切付近に位置する今市橋とした。
　１）Ｔ面
　T面は，七北田川左岸側の支流である長谷倉川
の左岸で標高115 ～ 163m，七北田川上流域の根
白石付近で標高94 ～ 97m，中流域の上谷刈付近
で標高72～76mに発達する段丘面である（図２）。
段丘面としての保存状態は悪く，大きく開析され
ている。上谷刈付近においては丘陵の頂部にわず
かな平坦面を残しているに過ぎない。T面の縦断
面投影図（図６ａ）に注目すると，七北田川本流
ではM１面と30m，L １面と33 ～ 43mの比高を
有しているほか，長谷倉川左岸側（図６ｂ）では，
下位に発達するH面と25m，L １面と33 ～ 35m，
L２面と37 ～ 41mの比高を有している。
　長谷倉川左岸の地点１，２（図２）におけるT
面の露頭では，両地点に共通して平均粒径80mm
（最大粒径130mm）の安山岩を主体とする円礫
層が認められた。地点１（図２）の朴沢付近では，
１～２m程度の起伏を有する基盤岩（標高120m
付近）の上に少なくとも11m以上の礫層が確認さ
れた。マトリックスは粘土化しており，赤色風化
も認められた。地点２（図２）の朴沢付近では，
基盤岩は確認できなかったが，礫層の上位に堆積
する少なくも２m（標高162 ～ 164m）の粘土質
風成堆積物が認められた。
　以上，T面については基盤岩の起伏および30m
程度の層厚を有する段丘礫層が認められたことか
ら，堆積性の段丘面であると考えられる。
　２）Ｈ面
　H面は，七北田川上流域の福岡付近において標
高149 ～ 192mに，支流の長谷倉川沿いで標高130
～ 174mに広く発達する段丘面である（図２）。T
面と比較して段丘面の保存状態が良く，七北田川
上流域では比較的広く分布していることが認め
られる。縦断面投影図（図６ａ）に注目すると，
七北田川流域では，下位に発達するL2面と29 ～
42mの比高を有しており，長谷倉川流域（図６ｂ）
ではL１面やL２面と20 ～ 30mの比高を有してい
る。
　七北田川上流域の地点３（図２）と長谷倉川流
域の地点４（図２）におけるH面の露頭では，平
均粒径100mm（最大粒径180mm）の安山岩を主
体とする亜円礫～円礫層が認められた。地点３（図
２）の朴沢付近では，１m程度の高低差で起伏を
写真１　風化殻の厚さの測定方法（筆者撮影）
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有する基盤岩（標高149m付近）の上に少なくと
も３m以上の礫層が確認された。マトリックスは
粘土化しており，茶褐色を呈していたが，上位
のT面とは風化度や風化殻の厚さに大きな違いが
認められた。地点４（図２） の朴沢付近では，基
盤岩は確認できなかったが，厚さ10m以上（標高
140m付近）の礫層が確認された。マトリックス
は粘土化しており，赤色風化も認められたが，地
点３（図２）と同様，T面の風化殻と比較してそ
の風化の進行は明らかに小さい。
　以上，H面は基盤岩の起伏および少なくとも
10m以上の段丘礫層が認められたことから，堆積
性の段丘面である可能性が高い。
　３）Ｍ１面
　M１面は，七北田川上流域の根白石付近で標
高85 ～ 91mに，中流域の野村付近で標高40 ～
60mに，泉中央付近で標高30 ～ 35mに発達する
段丘面である（図３, ４, ５）。上位のH面と比較
して面の保存状態はよく，H面より広範囲に分布
していることが確認できる。また，M１面（後
述のM２面およびL１面も含む）上には，段丘構
成層の直上に緩斜面が形成されている場所が多
図２　七北田川および長谷倉川最上流部の段丘区分図
図３　七北田川上流部の段丘区分図
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く認められた。なお，この緩斜面についてWin 
Maung（1989）は，段丘形成後に背後の丘陵地
から供給された周氷河性堆積物による緩斜面であ
ると報告している。
　本田付近の地点５，６（図５）におけるM１面
の露頭では，両地点に共通して２m程度の起伏を
有する基盤岩（標高24m付近）上に５～６m前後
の層厚を有し，平均粒径50mm（最大粒径80mm）
の安山岩や軽石を主体とする淘汰良好な円礫層が
認められた。マトリックスは黄褐色の粘土質シル
トが中心であった。地点７（図４）の野村付近で
は，基盤岩は確認できなかったが，厚さ５m前後
（標高40m付近）の礫層が確認された。マトリッ
クスは黄褐色の粘土質シルトであり，若干の砂分
も認められた。
　以上，M１面は基盤岩の起伏を埋積する４～６m
以上の段丘礫層が認められたことから，堆積性の
段丘面である可能性が高い。
　４）Ｍ２面
　M２面は，七北田川中流域の小角付近と実沢付
近で標高59 ～ 71mに発達する河成段丘面である
（図３, ４）。上位のM１面と比較して面の発達
図４　七北田川中流部の段丘区分図
（凡例は図５の通り）
図５　七北田川下流部の段丘区分図
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は狭く，その分布は中流域の小角付近と実沢付
近付近に留まる。なお，前述の通りM２面はWin 
Maung（1989）が示した周氷河性緩斜面に覆わ
れている。
　小角付近の地点８，９（図３, ４）における露頭
では，両地点に共通して１～２m程度の起伏（一
部は平坦を成す）を有する基盤岩（標高62m付近）
の上に，３～４m前後の層厚を有する平均粒径
60mm（最大粒径100mm）の安山岩や凝灰岩を主
体とする淘汰良好な円礫が認められた。マトリッ
クスは黄褐色の細砂混じりシルトが中心であっ
た。
　縦断面投影図に注目すると（図６），M１面と
の比高は流域全体を通して３～６mでおおむね
揃っているほか，M１面と比較して相対的に礫層
の層厚が薄いこと，基盤岩上面が平坦であること
から，M２面はM１面を侵食して形成された段丘
面であると考えられる。
　５）Ｌ１面
　L１面は，長谷倉川上流域の朴沢付近で標高
109 ～ 151mに，七北田川中流域の泉中央付近か
ら実沢付近で標高19 ～ 61mに，下流域の松森付
近で標高13～15mに発達する段丘面である（図４,
５）。上位のM１面やM２面と比較して面の保存
状態は良く，相対的に開析度も小さい。なお，前
述の通りL１面はWin Maung（1989）が示した周
氷河性緩斜面に覆われているため，泉中央付近か
ら実沢付近（図４, ５）にかけては，M１面との
段丘崖が不明瞭である。
　小角付近の地点10（図４）におけるL１面の露
頭観察では，２～３m程度の起伏を有する基盤岩
（標高53m付近）上に５m前後の層厚を有する平
均粒径100mm（最大粒径150mm）の安山岩やシ
ルト岩主体の淘汰良好な亜円礫～円礫を含む砂礫
層が認められた。マトリックスは粗砂から中砂が
中心であった。実沢付近の地点11（図４）や野村
付近の地点12（図４）においても，２～３m程度
の起伏を有する基盤岩（標高32m付近）の上に４
m前後の層厚を有する平均粒径100mm（最大粒
径150mm）の安山岩やシルト岩主体の淘汰良好
な亜円礫～円礫からなる砂礫層が認められた。マ
トリックスは中砂が中心であった。
　以上，L１面は地点10, 11, 12（図４）で基盤岩
の起伏を埋積する形で４～５mの段丘礫層が認め
られたことから，堆積性の段丘面である可能性が
高い。
　６）Ｌ２面
　Ｌ２面（図２, ３）は，七北田川流域の全域に
広く発達している段丘面であり，上流域の福岡付
近, 白石付近では特にそれが顕著である。中流域
の実沢付近より下流側においては，主に右岸側に
分布する。段丘面は狭く線状に開析されている部
分もあるものの，平坦面の保存は非常に良い。縦
断形は現河床と比較して急勾配で直線的である
（図６）ほか，Ｌ２面の上位に発達するL１面と
の比高は，最大で３m程度と小さく，ほとんど同
高度である。
　朴沢付近の地点13（図２）における露頭では，
平坦な基盤岩（標高118m付近）上に１～２m前
後の層厚を有する平均粒径150mm（最大粒径
300mm）の安山岩を主体とする淘汰不良な円礫
が認められた。マトリックスは粗砂～中砂でる。
なお，Ｌ２面では上流域の蒜但木付近（図２）と
根白石付近（図３）においてWin Maung（1989）
が示した周氷河性緩斜面が確認された。
　以上，L２面はL１面との比高が流域全体を通
して最大３mと小さいほか，地点13（図２）でL
１面と比較して相対的に層厚が薄いこと，基盤岩
の頂部が平坦であることから，L２面はL１面を
侵食して形成された侵食段丘であると考えられ
る。
　７）Ｌ３面
　L３面は，七北田川中流域の小角付近（図４）
より下流側で発達が認められる段丘面であり，上
位の段丘面と比較して面の広がりは小さい（図
４, ５）。縦断面投影図（図６）に注目すると，こ
れまで記述してきた段丘面の中で最も直線的であ
り，曲率の小さな縦断形を持つ。小角付近を境に
L１面とL２面を侵食・下刻する状況が認められ
る。実沢付近の地点14（図４） における露頭では
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基盤岩が確認できなかったものの，少なくとも１
m程度の礫層が認められ，平均粒径50mm（最大
粒径80mm）の安山岩を主体とする新鮮な円礫が
認められた。マトリックスは粗砂～中砂である。
L３面は，上位の段丘面との比高が流下するに従
い次第に大きくなり，七北田川中流域の泉中央付
近では現河床のレベルになる。そして泉中央付近
より下流の地域では，沖積面下に埋没しているも
のと推定される。
　L３面については，地点14（図４）で基盤岩を
認めることが出来なかったため侵食・堆積に関す
る証拠は得られなかった。しかし，縦断形が上位
の段丘面と比較して最も直線的である（図６）こ
と，段丘礫層が新鮮であり上位の段丘面と明確に
区別されること，段丘崖が垂直に近いことから，
L３面はL１面およびL２面を侵食した段丘面であ
図６ａ　河成段丘縦断面投影図（七北田川本流）
距離の原点は，岩切地区の今市橋とする
図６ｂ　河成段丘縦断面投影図（長谷倉川流域を含む）
距離の原点は，岩切地区の今市橋とする
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ると推測される。
Ⅵ．河成段丘の対比と編年
　本章では，前章で述べた段丘面の形態と構成層
の特徴をもとに，隣接する広瀬川流域の河成段丘
との対比を行う。また，M１面とL１面について
は段丘面の形態および構成層に加えて，礫の風化
度をもとにした段丘対比の議論を行う。
　１）Ｔ面
　T面は，標高90 ～ 160mの七北田丘陵頂部にわ
ずかな平坦面を有しており，平坦面は西田中付近
と上谷刈付近において認められる。このうち西田
中付近では，段丘を構成する礫層が著しく風化し
ており，一部クサリ礫化していた。Miyagi（1977）, 
宮城（1979）は，分布高度や層相より仙台付近の
青葉山段丘に対比されることを報告している。T
面の縦断面投影図に注目すると，七北田川本流で
は，より下位に発達するM１面と30m，L１面と
33 ～ 43mの比高を有しており（図６ａ），長谷倉
川左岸側では，下位に発達するH面と25m，L１
面と33 ～ 35m，L２面と37 ～ 41mの比高を有し
ている（図６ｂ）。
　長谷倉川左岸の地点１，２（図２）におけるT
面の露頭観察では，いずれの地点でも著しく風化
した礫が認められた。風化殻の厚さは安山岩礫で
最大5.33mmであり，H面の2.44mmとは明瞭に区
別される。よって，T面の形成時期はH面と比較
してかなり古いものと考えられる。
　以上，T面は図６によって下位の段丘面と明ら
かに異なる高度および縦断形を持つこと，段丘礫
層が著しく風化していることなどから，Miyagi
（1977），宮城（1979）の第Ⅰ段丘面に対応する
と考えられる。よって，T面は仙台市街地の青葉
山段丘に対比されるものと考える。
　２）Ｈ面
　前章で述べたが，H面（図２）は，七北田川上
流域の福岡付近において標高149 ～ 192mに，支
流の長谷倉川沿いで標高130 ～ 174mに広く発達
する段丘面である。地点３，４（図２）の露頭調
査では，堆積性の段丘面である可能性が高いこ
と，縦断形投影図（図６）から下位のL２面と30
～ 40mの比高を有すること，が認められた。
　吉山・柳田（1995）は，ステージ６の河成段丘
の認定方法として，以下のことを提案している。
（ア）堆積段丘で分布が広く連続性が良い。（イ）
その下位には最終氷期の堆積段丘が発達する。
（ウ）開析度や礫の風化が最終氷期と明瞭に異な
る。（エ）段丘を覆って古赤色土が認められる。
　これらの認定基準のうち，（エ）の段丘を覆う
古赤色土の有無が本地域では確認されなかったこ
とを除き，（ア）（イ）（ウ）の条件は満たしている。
よって，H面はステージ６（160ka）に編年され
る可能性があり，仙台市街地における青葉山段丘
に対比されると推定される。
　３）Ｍ１面
　M１面では，対比のより明確な根拠を得るため，
風化殻の厚さをもとに段丘面の対比を行った。は
じめに，地点５, ６, ７（図４, ５）にて採取した
礫の風化殻の測定結果を表１に示す。各地点のサ
ンプル数は50であり，３地点で計150サンプルで
ある。地点別の平均値は地点５より順に1.41mm, 
1.41mm, 1.40mmであり，地点別の最小値および
最大値は，1.17mmと1.52mm, 1.24mmと1.52mm, 
1.27mmと1.51mmであった。
　一方，対比の対象となる広瀬川流域については，
台ノ原段丘の地点15, 16, 17（図８）で露頭観察と
風化殻の厚さについて調査を行った。なお，図８, 
９の位置は図７に示す。調査の結果，台ノ原段丘
のいずれの地点においても平均粒径60mm程度の
安山岩やシルト岩を主体とする淘汰良好な円礫が
認められた。地点15, 16, 17にて採取した礫の風
化殻の測定結果を表２に示す。地点別の平均値は
地点15より順に1.48mm, 1.48mm, 1.49mmの値を
示し，地点別の最小値および最大値は，地点15よ
り 順 に1.37mmと1.68mm,　1.36mmと1.59mm,　
1.38mmと1.65mmであった。
　七北田川のM１面と広瀬川の台ノ原段丘から採
取したサンプルにおける風化殻の最大値と最小値
の値に注目すると，いずれも1.38 ～ 1.51mmの間
で重複が認められる。また，平均値はいずれも1.38
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～ 1.51mmの間に含まれる。以上の結果から，両
者の間における風化殻の厚さはほとんど同様であ
ると判断できる。よって，七北田川流域のM１面
は広瀬川流域の台ノ原段丘に対比されると考えら
れる。
　仙台市街地の台ノ原段丘は，豊島ほか（2001）
によってステージ５cに対比されている。本研究
においてもその結果を支持し，七北田川流域のM
１面の形成時期をステージ５c（100ka）と考える。
　４）Ｍ２面
　小角付近の地点８， ９（図３, ４）における露
頭では，いずれの地点でも風化した礫が認められ
た。風化殻の厚さは最大1.40mmであり，M１面
（1.40 ～ 1.41mm）との差は，ほとんど認められ
なかった。よって，M２面は，M１面の形成完了
後（100ka頃）からそれほど時間を置かずに形成
されたものと考えられる。
　５）Ｌ１面
　L１面についても，七北田川と広瀬川の両河川
における風化殻の調査をもとに対比を行った。は
図７　図８，図９の位置図
図８　広瀬川流域の台ノ原段丘構成層の
サンプリング地点
中田ほか（1976）による
図９　広瀬川流域の仙台上町段丘構成層の
サンプリング地点
小岩（1996）による
10―　　―
じめに，地点10, 11, 12（図４）にて採取したサ
ンプルの測定結果を表３に示す。各地点のサンプ
ル数は50サンプルであり，３地点で計150サンプ
ルである。各地点における平均値は地点10より順
に，0.54mm, 0.56mm, 0.54mmであり，地点別の
最小値および最大値は，地点10より順に0.42mm
と0.70mm, 0.43mmと0.66mm, 0.45mmと0.68mm
であった。一方，対比の対象である広瀬川流域で
は小岩（1996）によってL１面とされている愛子
付近の地点18, 19, 20（図９）で風化殻の厚さを測
定した。小岩（1996）によると，広瀬川の河成段
丘は上位より「高位面群」「H面」「M面」「L１面」
「L２a面」「L２b面」「L３面」「LL面」に分類さ
れている。このうちM面は，段丘構成層直上が
Ac-Mdに覆われることからAc-Mdの降下直後と
推定され，L１面は，テフラの層準によって25ka
表１　七北田川流域のM1面における風化殻の厚さ
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～ 50kaに推定されており，仙台市街地の仙台上
町段丘に対比されると報告されている。露頭調査
の結果，仙台上町段丘のいずれの地点においても
平均粒径40mm程度の安山岩やシルト岩を主体と
するやや淘汰良好な円礫が認められた。地点18, 
19, 20から採取したサンプルの測定結果を表４に
示す。地点別の平均値は地点18より順に0.55mm, 
0.54mm, 0.54mmの値を示し，地点別の最小値お
よび最大値は，地点18より順に0.41mmと0.66mm, 
0.42mmと0.68mm, 0.43mmと0.65mmであった。
　七北田川のL１面と広瀬川の仙台上町段丘から
採取したサンプルにおける風化殻の最大値と最小
値の値に注目すると，いずれも0.45 ～ 0.65mmの
間で重複することが認められる。また，平均値は
いずれも0.45 ～ 0.65mmの間に含まれる。以上の
結果から，両者の間における風化殻の厚さはほと
表２　広瀬川流域の台ノ原における風化殻の厚さ
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んど同様であると判断できる。よって，七北田川
流域のL１面は広瀬川流域の仙台上町段丘に対比
されると考える。
　仙台上町段丘は，今泉ほか（2014）によって少
なくとも30ka以前に編年されているが，中田ほ
か（1976）による編年である50 ～ 60kaに近い可
能性が高いことを指摘している。
　しかし，今泉ほか（2014）に掲載されている図
表（図10）に注目すると，Za-KwとATの間はお
よそ40cmあり，各テフラはそれぞれ30kaと25ka
に対比されていることから，この層厚40cmのロー
ム層は5,000年間に堆積したものと考えられる。
また，Za-Kwから段丘構成礫層までは約60cmで
あり，段丘の離水層準を考慮するとローム層堆積
物そのものの層厚は50cm前後であると考えられ
る。ローム層の堆積速度が一定であると仮定した
表３　七北田川流域のL１面における風化殻の厚さ
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場合，仙台上町段丘の離水年代すなわち形成年代
は約35 ～ 40kaであると判断することもできる。
よって，今泉ほか（2014）の図表におけるローム
層の堆積に関する考察に従えば，仙台上町段丘す
なわちL１面は35 ～ 40kaに形成されたと考えら
れる。
　６）Ｌ２面
　L２面の形成年代に関しては，Win Maung
（1989）が七北田川上流域の蒜但木付近の地点21
（図２）において，段丘構成礫層と背後から供給
された緩斜面堆積物にはさまれた層準より採取し
た木片から，16.9ka（TH-1530）の年代が得られ
たことを報告している。したがって，L２面は最
終氷期最盛期の海水準最低下期に形成された段丘
面であると考えられる。よって，L２面の形成年
代はステージ２（16 ～ 20ka）に相当するものと
表４　広瀬川流域の仙台上町段丘における風化殻の厚さ
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考えられる。
　７）Ｌ３面
　L３面は，前述の通りL１面およびL２面を侵食
して形成された段丘面であると考える。地点14（図
４）の露頭観察で風化殻をほぼ有さない新鮮な礫
が認められたことや上位のL２面が16 ～ 20kaに
形成されたことを考慮すると，L３面の形成時期
は完新世であると考えられる。
Ⅶ．まとめ
　以上，本研究では七北田川流域において，河成
段丘の高度，形態や縦断形，および構成層の風化
度から各段丘面の分布や形成年代について議論し
た。これらの知見は以下のように整理できる。
　①七北田川のT面は，下位の段丘面との比高が
明確に区別できること，段丘礫層が著しく風化し
ていることなどから，仙台市街地の青葉山段丘に
対比される。
　②七北田川のH面は，吉山・柳田（1995）によ
るステージ６段丘の４点の認定方法のうち，３点
を満たしていることから，仙台市街地における青
葉山段丘に対比される。
　③七北田川のM１面は，風化殻の厚さが台ノ原
段丘から採取したサンプルとほぼ同様であること
から，広瀬川流域の台ノ原段丘に対比される。
　④七北田川のL１面は，風化殻の厚さが仙台上
町段丘から採取したサンプルとほぼ同様であるこ
とから，広瀬川流域の仙台上町段丘に対比される。
　⑤七北田川のM１面は，広瀬川流域の台ノ原段
丘で豊島ほか（2001）によりステージ５c（100ka）
であることが示されていることから，七北田川に
おけるM１面もそれと同時期に形成された段丘と
考えられる。
　⑥七北田川のL１面は，対比された仙台上町段
丘における今泉ほか（2014）の図表の考察から，
35～ 40kaに形成された段丘であると考えられる。
　⑦七北田川のL２面は，Win Maung（1989）の
報告にある通りステージ２（16 ～ 20ka）に相当
する時代の形成であることを確認した。
Ⅷ．おわりに
　筆者の研究における最終的な目的は，七北田川
の河成段丘の編年をもとに長町－利府線の活動度
の評価を行うことにある。七北田川は，広瀬川や
名取川と比較して河川の規模が小さく，堆積物の
固結度などの地形面における新旧の違いがより明
瞭に認められることなどから，断層下盤側に埋没
した段丘面との対比が比較的容易であるものと考
えられる。断層下盤側における埋没段丘の分布や
形態および長町－利府線による地形変位について
は，別稿で報告する。
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